
○食品関連事業者の取組事例
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外食産業の全国団体である(社)日本フードサービス協会が中心となり、茨城県下妻市に
おいて、農業者の協力を得て食品廃棄物をたい肥化し、そのたい肥を用いて生産された野
菜を購入して店舗で利用する取組を実施。地元に店舗を持つスーパーマーケットも参画。

食品循環資源の再生利用の事例

②（株）セブン＆アイホールディングスの取組
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・処理量：１５トン／日

・生産量： ３トン／日

セブン＆アイホールディングスは、専用工場では食品残渣を腐敗しにくい冷蔵保存しており、
畜産農家での飼料への有効活用を進めている。また、工場からの食品残渣を基点とし、店舗
商品に結びつく循環型リサイクルのネットワーク作りを進めている。

①(社)日本フードサービス協会等と農事組合法人百姓倶楽部の取組
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③ユニー（株）の取組

ユニーは、店舗の処理機で乾燥させた食品廃棄物を原料にした堆肥で栽培した大根を
使い、鮮魚売場で販売する刺身のツマに使用。

出典：ユニー（株）環境報告書


